
 (2)現ビジョンの課題

 (3)方向性

 ※ 基本的な考え方を変更するものではなく、表現を分かりやすくするもの　

 宮崎県立図書館ビジョンの一部改定について

 (1)現ビジョン策定の目的と期間
   　 県立図書館では県内外の有識者からなる「宮崎県立図書館ビジョン懇談会」の提言（平成２８年
    １１月）を踏まえ、長期的な視点で県立図書館の今後目指すべき姿や果たすべき役割、今後の施策
　　展開の方向性を明確にするビジョンを平成２９年１２月に策定し、その期間を１０年間（平成３０
　　年度～令和９年度）と定め、必要に応じ見直すこととした。

    　現ビジョンにはそれ自体に具体的な内容が多く含まれ、策定から５年を経過した今、感染症を中
　　心に社会状況が大きく変化しそのスピードも増す中、内容が現状に合わない部分が出てきている。
　　　図書館協議会委員からも、ビジョン策定時より必要に応じ改定を行うよう意見が出ていた。

    　そこで現ビジョンについて、大きな方向性は変えずに、現状に合わなくなった箇所や目的を果た
    し終了した箇所、評価を行う際に重複感のある箇所を整理する形で見直すこととする。
　  ・各施策展開の方向性を示す内容をよりシンプルにするとともに、施策は時代の変化にある程度対
　　　応可能な表現に改める。
　  ・期間は、これまでどおり令和９年度までの残り５年間とする。

　　　これらにより、県民と県立図書館のあり方や方向性について共有しやすくすることを目指す。

現 新

基本的役割

基本目標

人の暮らしを豊かにし、地域の課題解決に役立つ図書館

※「基本的役割」は新ビジョンでは今後「行動指針」に記載

地域資料の拠点

調べたい、学び

たいに

資料･情報･知識

で応える

図書館の図書館
(全県ネットワーク)

1. 市町村立図書館(室)等の支援

2. 学校図書館の支援

3. 市町村立図書館、学校図書館、大学図書館等

とのネットワークの構築

4. 図書館活動を支える施設･システムの維持管理
5. レファレンスサービスの充実

6. 専門的な資料･情報の収集･整理･保存･提供

7. 生涯読書活動の推進

8. 他の専門機関との連携

9. 館外活動の実施

10. 情報アクセス環境の整備

11. 課題に応じた情報サービスや｢知の共有･創造｣

の場の提供

12. 政策立案の支援

13. 地域の実情に応じた課題解決型サービス

14. 地域資料の収集・保存・活用の全県的な促進

15. 地域情報の収集・整理・発信

16. 地域情報のデジタル化・データベース化

17. 本県の言語文化の継承

18. 専門的なサービスを支える人財の育成・確保

19. 新たな知識の習得・共有

20. 組織及び事業の改善

１

⑤ 図書館ネットワー

クを支える人財を

育成します。

④ みやざきの文化の

理解・継承を促進

します。

③「知の共有･創造」

による深い学びや

課題解決を支援し

ます。

② 県立図書館ならで

はの専門的なサー

ビスの充実を図り

ます。

① 全県的な読書環境

と図書館ネッワー

ク構築の核となり

ます。

統 合

・ 現状に合わない ･････

・ 目的を果たしている ･･

・ 重複している ･･････

1～20の下の それぞれの施策

２

３

削 除

修 正

1～16の下の それぞれの施策

①

④

▶▶▶▶▶▶▶

▶▶▶▶▶▶▶

②③⑤

1. 市町村立図書館（室）等の支援・協力

2. 学校図書館の支援

3. 大学図書館への利用促進

4. 図書館活動・ネットワークを支える施設・シス

テムの維持管理

5. 図書館の図書館としての情報発信

8. レファレンスサービスの充実

9. 専門的な資料･情報の収集･整理・保存・提供

10. 生涯読書活動の推進

11. 他の専門機関との連携

12. 情報アクセス環境の整備

13. 政策立案の支援

14. 地域の実情に応じた課題解決型サービス

15. 専門的なサービスを支える人材の育成・確保

16. 新たな動向の把握及び事業の改善

6.地域資料の収集・保存・発信の全県的な促進

7.地域情報のデジタル化・データベース化

▶▶▶▶▶▶▶

３つの行動指針 及び 今後の施策展開の方向性今後の施策展開の方向性

どこでも Ⅰ「全県的な読書環境」を整える図書館

ささえる Ⅱ「図書館」を支える図書館

つながる Ⅲ「知の共有・創造の拠点」となる図書館

「知の共有・創造」を支える全県図書館ネットワーク


